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学校だより
秋の深まりとともに、さわやかな気候の日が増え、空を見上げると、空の色や

雲の形がずいぶんと変化したことが分かります。本校の中庭では、花の香りが風
に乗って漂い、香りのする方へ歩を進めると、キンモクセイとギンモクセイの花
が咲いていました。 【ギンモクセイ：中庭】

「○○の秋」と言われるほど、運動や芸術、読書、学習等、何をするにもよい
「実りの秋」を感じられる季節となりました。これまでに取り組まれた様々な行
事、先日実施された２年生の稲武野外学習等、学年や学校全体の取り組み一つ一つの行事の中で、
生徒たちの素晴らしい可能性が発揮され、成長していく姿に心をうたれます。
猪子石中学校の生徒たちにとって、これからの季節が「実りの秋」となることを願っています。

◇◆◇ 稲武野外学習 ２年生 ◇◆◇
２年生は、10月12日(木)、13日(金)の二日間の日程で稲

武野外学習を実施しました。小学校時代の野外学習は、感染
症による影響で未体験であったためか、常にみんなで盛り上
がろうとする２年生の皆さんの姿が印象的でした。
「森を楽しみ、仲間ともりもり楽しみましょう！」との思

いを込めたスローガン『 森森（もりもり）楽しむ』のもと、
【キャンプファイヤーより】 １００名を超す集団が、２日間の生活をともに過ごしました。
往路のバス内では、レクリエーションが行われ、実行委員のみなさんの楽しいクイズやＤＶ

Ｄ等の企画により、約２時間の移動時間がとても短く感じられました。入所式、昼食後のハイ
キングでは、各チェックポイントで実行委員さんの企画した楽しいクイズをしながら頂上を目
指しました。下山、夕食後には、キャンプファイヤーを楽しみました。暗闇の中、赤々と燃え
る炎を中央にゲームやダンスをしたり、夜空を見上げたりと、学年の仲間との絆を深めました。
また、仲間とお風呂に入ったことや部屋でたくさん話したり遊んだりしたことも、よい思い出
になりました。翌日は、稲武での記念の作品を各自で作りました。
仲間を思いやり、仲間のために進んで行動する素敵な姿をたくさん見ることができた稲武野

外学習でした。この経験を今後の学校生活に生かし、仲間とともに思い出をたくさんつくって
ほしいと思います。

◇◆◇ 福祉体験 １年生 ◇◆◇ ◇◆◇ キャリア教育 ２年生 ◇◆◇
9月28日(木)、名東 １０月６日(金)、キャリアナビゲーター

区社会福祉協議会より の榊 加織さんを講師に、アサーションを
講師をお招きして聴覚 学びました。
障がいについて学びま アサーションとは、相手に嫌な思いを
した。 させることなく、自分の主張を上手く表

【講演の様子】 聴覚障がいは目に見え 現するコミュニケーションスキルを指し
ないため、周りの人が気付きづらいこと、身の ます。
回りの生活では音で知らせることや物が多く、 様々なシチュエーションを体験すると、
情報が分かりづらいこと等を学びました。 コミュニケーションタイプがいくつかある
手話による会話を体験し、相手の立場に立っ ことが分かりました。伝え方を考える場

て気持ちを考えたり、自分が役に立てることは 面では、学んだアサーションを意識して
何かを考えたりすることの大切さを学びました。 体験することができました。

◇学校教育努力点目標◇ 「考動しよう！！！」

～自分で考え、行動に移すことができる生徒の育成～


